
３．先々月・先月の両園地探鳥会 
①くろんど園地→ほしだ園地（9月）くろんど園地が閉鎖されているため、当
初予定していた探鳥地を、くろんど園地からほしだ園地に変更して開催するこ
とにした。８時ごろ迄降っていた雨が上がり、天気予報は良くなるとのこと事か
らスタートするも、すぐに雨が降り出したため、一時私市駅に退避した。しばらく
して雨がやみ再出発、私市植物園への日の出橋を過ぎたあたりで遠くをツバメ
と違うツバメ類が10羽飛び（アマツバメ）、星の里いわふね上空でハチクマ2羽
が舞う、幸先の良い出だしとなりました。その後なかなか鳥の姿が見えず、声だ
けのカウントになったが、ピトンの小屋の手前でオオルリのペアを見ることが出
来た。昼食後やまびこ広場に向かったがあまり出ず、更にタカの渡りを期待し
て展望台(標高約230ｍ)まで上がったが成果はありませんでした。 

②くろんど園地(10月) くろんど園地のカラスザンショウにムギマキがくることか
ら、ムギマキを見るために偶数月開催とした第1回目の探鳥会、スタートから上
りの遊歩道や、くろんど園地に入っても鳥が少なかった。ムギマキは、キャンプ
場から見えるカラスザンショウにいなかったものの、奥まったカラスザンショウの
林にムギマキ・キビタキが実を求めて飛び回る姿を観察でき、ホッとした。 
奈良県側(くろんど池周辺）ではジョウビタキ・ビンズイ・カシラダカなどの冬の小
鳥、エクリプスのコガモ、上空を渡りのノスリ、更にアトリの群が飛ぶなどが、
次々にでて笑顔で終えることができた。 

 ４.日本野鳥の会大阪支部からのお知らせ  

①北河内の定例探鳥会（2018年11月度）案内 
10月は鳥の渡りの最盛期、日本の北部で生まれた鳥が南に移動時に、公
園の林で休んでおり、水辺では冬鳥の先陣、カモの仲間が到着します。 

  曜日  （月日）   場所     集合時間・場所      

第1(日)(12/2) 牧野(淀川) 9:00京阪牧野駅穂谷川堤防  
第２（日）（12/9)  山田池公園 9:30現地公園北入口駐車場 
第３（土）(12/15) 緑の文化園 9:00JR学研都市線四条畷駅東口 

第4(土)(11/22) くろんど園地 9:30京阪交野線私市駅前  
  （奇数月ほしだ園地・偶数月くろんど園地に変更しました） 

 ②日本野鳥の会入会時の会費  
会員区分    おおぞら会員    赤い鳥会員    むくどり会員 

(内容)     (本部+支部)       (支部のみ)  (支部・但し1年のみ) 
年会費          7500円       3500円       1000円 
入会金(初年度のみ) 1000円       1000円        ― 
会報 隔月刊(支部) 「むくどり通信」  「むくどり通信」  「むくどり通信」 

       （本部)      「野鳥」         ―         ― 

③ 探鳥会参加費 会員 100 円 非会員 200 円(交野のみの会員も)  
参加費+名簿記入で探鳥会保険に入っています。しかし、 

痛みは保証しないので、怪我をしないように 

府民の森“ほしだ園地探鳥会” 
（毎月第４土曜日 両園地通算第227回） 

平成30(2018)年11月24日(土) 9:30～15:00 
日本野鳥の会大阪支部 
平軍二(090-6901-1425) 
友田武・神戸徹・斉藤健・近藤輝男 

先月は１０月定例会をくろんど園地に変更
したもくろみ通り、カラスザンショウに来ている
ムギマキを見ることができました。          ムギマキ(沖光二氏) 

１．交野の鳥シリーズ(85) ノスリ 

今月は、交野バード(11／17)に 河村壽
氏が公開されたノスリとしました。先月
のくろんど園地でもよく観察できた、
タカの仲間です。 

ノスリはトビよりも一回り小さなタカ、
上空を飛んでいる姿を良く見るが、写
真のように白い翼の幅が広く、翼角(風
切羽のつけ根あたり)に暗褐色の斑が
あります。大阪府内では能勢町・箕面

市などで繁殖記録はあるが、良く観察できるのは秋の渡り～冬にか
けてである。 
秋の渡りの時期は、ハチクマ・サシバが9月下旬～10月初旬にピーク
を迎えるのに対し、ノスリは遅く10月以降に多く、11月に入っても
渡っている。今回河村さんの写真の個体が、渡りの途中か、ほしだ
園地周辺で冬鳥として定住するかの、どちらかと思われます。 

タカの仲間は初列風切羽の翼先が分
離し指を開いているように見えるが、
ノスリ・オオタカ・サシバ・ハチクマ
の４種について河村さんからいただ
いている写真を比較しました。写真か
ら、ノスリは５とわかります。 

１０月から、偶数月くろんど園地・奇数月ほしだ園地に変更しています。 

１０月に「くろんど園地でムギマキ」、５月に「ほしだ園地でハヤブサの幼鳥」を見
たいためでしたが、まずムギマキは大成功でした。 



年 年

月 10 11 12 1 2 月 10 11 12 1 2

日 27 24 22 26 23 日 27 24 22 26 23
く ほ く ほ く く ほ く ほ く

科名 種名 回 ろ し ろ し ろ 科名 種名 回 ろ し ろ し ろ

数 ん だ ん だ ん 数 ん だ ん だ ん

No ど ど ど No ど ど ど

226 227 228 229 230 226 227 228 229 230

ｷｼﾞ ヤマドリ 4 ﾐｻｺﾞ ミサゴ 339

ｷｼﾞ キジ 5 ﾀｶ ハチクマ 340

ｶﾓ ハクチョウSP 19 ﾀｶ トビ 342

ｶﾓ オシドリ 24 ﾀｶ ツミ 354

ｶﾓ ヨシガモ 27 ﾀｶ ハイタカ 355

ｶﾓ ヒドリガモ 28 ﾀｶ オオタカ 356

ｶﾓ マガモ 30 ﾀｶ サシバ 357

ｶﾓ カルガモ 32 ﾀｶ ノスリ 358 3

ｶﾓ ハシビロガモ 34 ｶﾜｾﾐ カワセミ 383

ｶﾓ コガモ 38 1 ｷﾂﾂｷ コゲラ 390 8

ｶﾓ ホシハジロ 42 ｷﾂﾂｷ アカゲラ 393

ｶｲﾂﾌﾞﾘ カイツブリ 62 1 ｷﾂﾂｷ アオゲラ 397 1

ﾊﾄ キジバト 74 5 ﾊﾔﾌﾞｻ チョウゲンボウ 401

ﾊﾄ アオバト 78 ﾊﾔﾌﾞｻ ハヤブサ 407

ｺｳﾉﾄﾘ コウノトリ 119 ｻﾝｼｮｳｸｲ サンショウクイ 412

ｳ カワウ 127 ｶｻｻｷﾞﾋﾀｷ サンコウチョウ 418

ｻｷﾞ ゴイサギ 139 ﾓｽﾞ モズ 420 1

ｻｷﾞ ササゴイ 141 ｶﾗｽ カケス 427

ｻｷﾞ アオサギ 144 ｶﾗｽ ハシボソガラス 435

ｻｷﾞ ダイサギ 146 ｶﾗｽ ハシブトガラス 436 11

ｻｷﾞ コサギ 148 ｶﾗｽ キクイタダキ 438

ｸｲﾅ バン 174 ｼｼﾞｭｳｶﾗ コガラ 441

ｸｲﾅ オオバン 175 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ヤマガラ 442 10

ｶｯｺｳ ホトトギス 185 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ヒガラ 443

ｶｯｺｳ ツツドリ 187 ｼｼﾞｭｳｶﾗ シジュウカラ 445 1

ｱﾏﾂﾊﾞﾒ アマツバメ 192 ﾂﾊﾞﾒ ツバメ 457

ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ヒメアマツバメ 193 ﾂﾊﾞﾒ コシアカツバメ 459

ﾁﾄﾞﾘ ケリ 195 ﾂﾊﾞﾒ イワツバメ 461

ﾁﾄﾞﾘ コチドリ 203 ﾋﾖﾄﾞﾘ ヒヨドリ 463 20

ｼｷﾞ イソシギ 244 ｳｸﾞｲｽ ウグイス 464 2

2018 2019 2018 2019

２．今日観察した鳥 

 
                     
植物+α 旧吹田村歴史散策 (巨樹・民家＋アサヒビール見学)  

12 月 12 日(水) 集合 9:30～解散 14:00 ・・・・・ 参加希望者は必ず平に連絡 
集合：ＪＲ京都線吹田駅中央改札口  解散：阪急千里線吹田駅付近 
参加費：会員 100 円、非会員 200 円(他に資料コピー代 100 円) 
担当：平 軍二 （090-6901-1425 Ｅメールｇ-ｈｉｒａ@nifty.ｃｏｍ） 
内容：旧吹田村と呼ばれる吹田市中心部にある江戸時代から続く民家・神社仏閣で大

木を観察後、アサヒビール吹田工場を見学（90 分間・試飲付）します。 

年 年

月 10 11 12 1 2 月 10 11 12 1 2

日 27 24 22 26 23 日 27 24 22 26 23
く ほ く ほ く く ほ く ほ く

科名 種名 回 ろ し ろ し ろ 科名 種名 回 ろ し ろ し ろ

数 ん だ ん だ ん 数 ん だ ん だ ん

No ど ど ど No ど ど ど

226 227 228 229 230 226 227 228 229 230

ｳｸﾞｲｽ ヤブサメ 465 イワヒバリカヤクグリ 566

ｴﾅｶﾞ エナガ 466 2 ｽｽﾞﾒ ニュウナイスズメ568

ﾑｼｸｲ オオムシクイ 476 ｽｽﾞﾒ スズメ 569 5

ﾑｼｸｲ メボソムシクイ 477 ｾｷﾚｲ キセキレイ 573

ﾑｼｸｲ エゾムシクイ 479 ｾｷﾚｲ ハクセキレイ 574

ﾑｼｸｲ センダイムシクイ480 ｾｷﾚｲ セグロセキレイ 575

ﾒｼﾞﾛ メジロ 485 20 ｾｷﾚｲ ビンズイ 580 3

ﾖｼｷﾘ オオヨシキリ 492 ｱﾄﾘ アトリ 586 23

ﾚﾝｼﾞｬｸ キレンジャク 500 ｱﾄﾘ カワラヒワ 587

ﾚﾝｼﾞｬｸ ヒレンジャク 501 ｱﾄﾘ マヒワ 588

ﾐｿｻｻﾞｲ ミソサザイ 504 ｱﾄﾘ ベニマシコ 592

ﾑｸﾄﾞﾘ ムクドリ 506 ｱﾄﾘ ウソ 599

ﾑｸﾄﾞﾘ コムクドリ 508 ｱﾄﾘ シメ 600

ｶﾜｶﾞﾗｽ カワガラス 512 ｱﾄﾘ イカル 602

ﾋﾀｷ トラツグミ 514 ﾎｵｼﾞﾛ ホオジロ 610 2

ﾋﾀｷ マミチャジナイ 520 ﾎｵｼﾞﾛ カシラダカ 617 1

ﾋﾀｷ シロハラ 521 ﾎｵｼﾞﾛ ミヤマホオジロ 618

ﾋﾀｷ アカハラ 522 ﾎｵｼﾞﾛ アオジ 624

ﾋﾀｷ ツグミ 525 ﾎｵｼﾞﾛ クロジ 625

ﾋﾀｷ コマドリ 530 ｷｼﾞ コジュケイ 1

ﾋﾀｷ ルリビタキ 536 ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ)

ﾋﾀｷ ジョウビタキ 540 9 ﾁﾒﾄﾞﾘ ソウシチョウ 8

ﾋﾀｷ ノビタキ 542 ハイタカSP 4

ﾋﾀｷ イソヒヨドリ 549 　観察種数合計 25

ﾋﾀｷ エゾビタキ 552 個体数 147

ﾋﾀｷ サメビタキ 553 天候 晴

ﾋﾀｷ コサメビタキ 554 参加者 21

ﾋﾀｷ キビタキ 558 1

ﾋﾀｷ ムギマキ 559 4

ﾋﾀｷ オオルリ 561

2018 2019 2018 2019

 

百舌鳥古墳群 オシドリ・ミコアイサとタヌキ  
12 月 16 日(日) 集合 9:30～解散 14:30 

集合：JR 阪和線・百舌鳥駅東改札口  解散 JR 阪和線三国ヶ丘改札口 
参加費：会員 100 円、非会員 200 円 

担当：廣田博厚他 （090-2389-2743） 
内容：イタスケ古墳・履中天皇陵、最近発掘調査で話題の仁徳天皇陵などの古墳

を巡って、オオタカ・ジョウビタキ・シロハラ・シメ、そしてオシドリ・ミコアイサなど
を観察します。タヌキが見られる確率は７５％とのことです。 

 


